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19)脳分離体外循環使用による胸部大動脈癖手

術例の検討

山崎 芳彦 ･金沢 宏
建部 祥 ･竹石 利之
青木笑 一郎 ･桜井 淑史 I ･了 .､･,.､‥ I

この2年間で脳分離体外循環を使用 し手術を行った胸

部大動脈感6例につき検討 した,英性癖3,解離性3で,

何れも緊急叉は準緊急手術であった.薬性癖は何れも破

裂例であった.合併手術は大動脈弁置換,冠動脈バイパ

ス術,腹部大動脈療手術などであった.補助手段は,右

房脱血腸骨動脈遠慮,超低体温とし,脳保護には直接両

側頚動脈にカニュ-レを挿入した.術式は,癌頚部の直

接閉鎖 1,パッチ縫着 呈,弓部置管4であった.成績は,

船倉症は 1例もなく, 1例を6カ月後誤嘩性肺炎で失っ

たが,他は元気である,脳保護については現在いろいろ

の方法が行われているが,上述の方法でも満足できる結

果が得られた.

20)Marfan症候群に於 ゆる心血管病変の特徴

と外科治療戦略

名村 理 ･林 純一
諾 久永･大関
中沢 聡 8江口 昭治 (新潟大学第二外科)

【目的】1969年以降,当科で手術を施行 した Marfan

症院群症例について,心血管病変の発生進行過程を検討

し,外科治療の strategyを明確にする.

E結果 ･結語】1.手術を必要とする心血管病変を合併

した Marfan症候群では AAE の発生は,続発性を含

めると95%の症例に見られ極めて高率であった.2.大

動脈解離は約半数をこ見られ,必ずしも癌径値と関係なく

発生し又,非手術部位での続発性発症も少なくなかった.

3.Ma正an症候群では,僧帽弁,大動脈弁,全大動脈

が曜患する可能性があるが,異時性進行も多く,遠隔死

の主たる原因が非手術部の病変進行にあるため,主病変

術後の憐重な観察が重要である.

21)興味ある経過 を示した腸重積症の1例

飯沼 泰か 新開 網 漕 漂京罵病院)

遠藤 和彦 ∈鰭 総合病院)

地位 洋平 ( 同 小児科)

今回我々は,特発性腸重積術後に腸閉塞症状をきたし,
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再開腹にて空腹空腹塑腸重積を発見 した興味ある1例を

経験 したので報告する.症例は5ケ月男児,近医で特発

性腺重積の診断で非観血的整復術を施行 したが,不可能

のため当科にて観血的整復術を施行 した.手術所見では

回腸結腸型勝墓標症であり,第3病日までの経過は良好

であった. しかし第竣病日より腹部膨満と胆汁性畷吐が

出現 L,術後腸閉塞の併発が考えられたため第 7病日に

丙開腹を行ったところ,Treiz靭帯より 60cm の部分

に空腸空腸型勝壷積を発見 し 徒手整復にて良好な結果

を得た,本症はまれではあるが,術後早期の腸閉塞の原

因として重要な鑑別診断のひとつであると考えられた.

22)特異な合流形態を望 した総胆管拡張症の 1

例
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総胆管拡張症はほぼ全例に鮮管胆管合流異常を合併す

ると言われている.今回我々は通常の合流異常とは異な

る韓異な合流形態を宴した総胆管拡張症を経験 したので

報告する.症例は4歳女児で輝炎様症状で発症 しエコー,

CT で総胆管拡張症と診断されたが ERCPで主乳頭か

ら静管が十分に造影されず副乳頭からの造影で義輝管が

共通管でなく憂慮-合流 している可能性が示唆された.

手術に際 し揮騰側の褒腰造影及び嚢腫底部の観察にて主

鰐管と乳頭側非拡張胆管が嚢腫-別々に開孔 しているの

が確認された.南開孔部を損傷 しない様に可及的に嚢腫

切除 L Roux-enY胆道再建を行い,術後経過良好で

ある.本症例の病因は通常の合流異常とは異なるものと

考えられた.

23)肝未分化肉腫の 1例

い - ::･'･二∴ :･＼･ ` '･.･二十 h'-

斉藤 英樹 ( 同 外科)

渡辺 徹 ･小田 良摩 ( 同 小児科)

今回我々は,稀な疾患とされる肝未分化肉腫の1例を

経験 したので報告する,

症例は,11才男児.右季肋部痛と同部の急激に増大す

る鹿癖を自覚 し受診 した, 肝磯健検査及び AFP など

各種腰蕩マーカーは正常であった.腹部エコ-や CT

等諸検査より肝右葉 56の間葉系腫濠と診断 し開腹 し
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た.

腰痛は肝外にも突出しており,悪性腰轟と判断 し肝素

養切除を施行した.肝芽腰分解では T2GVoNoMo,stage

Ⅲ,割蘭は多結節性充窯性で一部ゼラチン様物質や壊死

物質を含む嚢胞形成を認めたe肝未分化肉感の病理診断

を得て,日本小児肝癌スタディグル-プの 58PLT91B2

に準 じ CDDP と ADR の餅周療法を6タールの予定

で開始 した.術直後ではあるが再発の徴候喪 綱国調な経

過である,

2射 郡山における小児外科

太沢 義弘 (奈還質品梱 院)

福島県の入口は約 2且2万人であり新潟県より30万人程

少ない.小児外科の主たる診療施設は本院を含め3院で,

新生児外科症例はこれらに集中している.

本院における94年度の手術件数は352件 (前年比13件

堰)で, うちゾケイヘルニアは196醇 (同22件減)を占

めた.一方,新生児外科症例数はほ例で過去3年間の各

9例 より増加 していた.これは郡山市の年平均出生数

(約 2号000人)から推計される新生児外科症例数,約嶺

例をはるかに越える数値であった.

新生児外科疾患の主な転剃 ま,食道閉鎖症 (3例),

横隔膜ヘルニア (2例),幽門狭窄症 (3例),小腺閉鎖

症 (3例)などであった.

25)食道癌手術後患者のサイ トカイ ンと代謝指

標 の変動
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( 同 手術部)

( 同 救急部)

監目的】侵襲をこよる炎症性サイ トカインの変動を調べ

るため,食道癌患者術前後のサイトカインの推移を代謝

変動とともに検討 した.

【対象 ･方法】右開胸による一一･期的食道切除再建術を

施行された食道癌患者1:挿Jを対象とし,血清 ILlう濃

度及び胸腔 卜L-ン排液中ハ ′t､NFl ,ll:1/3.1I..∴6.

エネルギ-消費量 (RE監)と尿中総力テコラミソ排雅

量を術前後で測定 し検定 した.

と IL-1β値は感簸合併症例で高値を示 した.術後 3日

間における卜'レ-ソ排液車の TNF-α最高値と血清 m一竜

最高値との間に着意の相関を認めた.サイトカイソ値の

変動とエネルギ-消費量や尿中総力テコラミソ排雅量の

変動との間に相関を認めなかった.

26)再発甲状腺癌の治療成績

商都 和明 ･大谷 哲也

詣 慕姦 8武藤 一朗 服 赤十禰 院)

1969年 1月より1994年且2月までの25年間に当科で切

除された甲状腺乳頭癌及び滅胸痛 125例を対象とし 切

除甲状腺癌の治療成績及び再発様式を検討 した.

再発症例は28例 (再発率22%)だった.再発形式は,

リンパ節再発18例 摘4%),遠隔転移12例 拍3%),局所

再発 4例 拍4%),甲状腺内再発5例 日8%)だった,

リソバ節再発例には金例摘除術を施行 した,遠隔転移は

肺転移例,骨転移 4例,脳転移 1例で,その内 1例に肺

切除術, 1例 に脳腫喝切除術を施行した.仝Tl術例の10

年生存率は92.9%.再発例のそれは72.9%だった.

再発例中4例 (86%)に外科的治療を適用 し,19例

沌8%)は現在毅存車なことから,外科的治療は有用と

考えられた中

1)71悪性褐色細胞腫の 1切除例

加藤 英雄･新聞 恵l_tJ,
吉fH 時弘･佐ヤ木公 -嬬 貫中央齢 臓 )

【症例】1'iI)歳,男性.【現病歴】199LLllrf:･L:1月墳土J)左

李的下に瞳癌を触知.11月人間 卜㌦ 'JLT)胃透視にて胃休

部の後方よりの圧排を指摘され,12月近医受診.腹部エ

コ-をこて後腹膜腫癌を疑われ当院解介となる.E現症】
血f王 1601OOmmHg,31JJ-Jに 6kgの体重滅′レを認

める以外異常なし,E検査成績ヨ検血,生化学腰療マー

It)･･-に異常なし.【(vr及UNJlItl】騨体尾部にかけ碑内

部から前方に張 り出す直径 10cm 太の嚢胞主体の多房

分画性腫癖を認めた.以上より輝の襲脆性疾患を疑い手

術を施行 した.【手術】降体尾部前面に被膜形成ハある,

小児頭大の経癒あり碑合併騨体尾部切除術にて切除 し得

氏.左副腎は温存された.【病理組織】血管侵襲の認め

られる偽ロゼット形成型の悪性褐色細胞腫と診断された.

以上,異所性悪性褐色細胞感の ヱ例を報告する.


